
補足（2009.1.23） 

 

アイデアの要旨は 

「小学校の校区ごとに低炭素循環型コミュニティのプランを策定しよう」 

「そのためにプラットフォームをつくろう」ということです。 

 

アイデアの出発点は 

「子どもの参画」※1の力と、 

「校区」という、こどもと学校を空間的、世代的、精神的中心とした社会

関係資本※2構築のための最適の単位の発見です。 

 

ゴールは 

「自分達が暮らす地域の特色を活かした低炭素・循環社会づくり＝コミ

ュニティの持続可能な開発※3プロジェクト」を環境※４及び情報教育の

一環としてカリキュラム化※5することにより、 

他の地域と比較検討・連携され、継続的に更新することが担保され、地

域でのビジョンが共有された※6日本全国をもれなくダブりなく網羅する

22,476※7の持続可能な開発プロジェクトの成立です。 

goal1

goal2

※1 
社会関係資本（ソーシャル・キャピタル）：社会の信頼関係 
（Wikipedia） 
「社会問題に関わっていく自発的団体の多様さ」「社会全体の人間関係の豊かさ」を意味する。あるいは地域力、社会の結束力。友
人との付き合い、地域のスポーツクラブのような組織や公の問題を討議できる団体への所属、近所の人と雑談など「顔の見える付き合い」
すべてを指す。今日、このソーシャル・キャピタルの概念は：国際機関や欧米各国はじめ日本などにおいても広く注目され、様 な々概念規
定や研究が試みられている。たとえば、OECDはこの概念を、「グループ内部またはグループ間での協力を容易にする共通の規範や価
値観、理解を伴ったネットワーク」と定義している。また、市民同士のコミュニケーションの密度や、市民と行政のパートナーシップが活発で
あるほど、豊かな社会が形成されるという考え方に立ったソフトな概念であるとしている。これは国際的にも広く理解されている。 
パットナムによると、ソーシャル・キャピタルが豊かであることの意義とは、市民や地域全体のつながりの重要性を示している。彼は社会資
本を測る指標として、地域組織や団体での活動の頻度、投票率、ボランティア活動、友人や知人とのつながり、社会への信頼度をあげて
いる。ソーシャルキャピタルが豊かな地域は、政治的コミットメントの拡大、子供の教育成果の向上や、近隣の治安の向上、地域経済の発
展、地域住民の健康状態の向上など、経済面社会面において好ましい効果をもたらしていると指摘している。この概念は、日本国内でも、
政府や、地方分権型社会の形成を推進している多くの都道府県や市町村において、市民の自発的行政参加や市民団体と行政による
協働のまちづくりを推進するための原動力となる地域力の、基礎をなす概念として注目されている。 
 
※2 
「子どもの参画－コミュニティづくりと身近な環境ケアへの参画のための理論と実際」 
ロジャー ハート 
ユニセフ（日本語版：萌文社,2000.10,ISBN:4894910128） 
内容（「BOOK」データベースより） 
本書は環境教育で世界をリードしている著者によって、子どもの能力が発達途上にあること、そしてその能力は子ども特有のものである
ことを認めたうえで子どもの参画が真剣に行なわれるならば、子どもは持続可能な開発に価値ある普遍的な役割を演ずることができると
確信して書かれたものである。教育者、都市計画家やまちづくり関係者、環境に携わる人に向けて書かれたものであり、子どもの参画の
理論と実際、そして持続可能なコミュニティと民主主義の発展の重要性について紹介。子どもたちが問題を特定したり、その原因を深く
考えたり、コミュニティを反映する問題を批判的に検討したりする本当の参画を強く訴えている。  
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